
口
縫
本
、
古
鞭
凹
築
研
究
の
ぱ
栞
ハ
総
山
ハ
）
　
，
（
天
沼
）

第
十
五
巷
　
　
策
四
號
　
　
　
山
ハ
三
野
ハ

麟
究
，
の
柔

、
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
｝
ご
十
山
ハ
回
）天

　
沼

俊

一

　
　
　
第
三
十
四
　
窓
　
（
下
の
、
下
）

　
　
　
　
局
二
つ
他
の
窓

　
　
　
　
（

　
咋
年
一
月
よ
ヶ
今
迄
七
回
に
亙
う
、
運
子
窓
闘
花
頭
窓

に
就
て
記
し
て
き
だ
が
窓
の
種
類
は
限
り
な
く
、
從
て
あ

ら
ゆ
る
場
合
を
考
へ
で
る
て
は
き
り
が
な
い
。
窓
・
を
か
き

だ
し
て
か
ら
今
度
で
八
回
自
、
丁
度
満
一
、
一
年
に
な
る
。
だ

か
ら
今
回
は
い
ろ
く
な
種
類
の
も
の
十
八
を
一
、
所
に
記

し
、
一
、
先
づ
，
重
り
ど
す
る
つ
も
ヶ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
鱒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇

　
　
、
　
・
美
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
築

　
第
三
四
＝
、
一
振
は
入
幡
の
入
角
院
の
筋
向
び
、
西
村
芳
治

郎
氏
邸
の
玄
開
脇
の
塀
の
窓
で
あ
る
。
颪
角
三
魯
形
で
故

意
か
偶
然
か
殆
ん
ざ
三
盛
か
3
・
4
・
5
の
割
含
に
な
っ
て

み
る
σ
勿
論
極
く
新
し
い
つ
ま
ら
濾
も
の
で
、
漆
喰
塗
の

職
人
が
た
・
い
や
っ
て
み
た
に
、
過
ぎ
澱
の
で
あ
ら
う
が
、
聯

か
形
が
氣
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
先
づ
あ
ま
り
類
例
は
あ

る
ま
い
。

序
な
が
ら
正
三
角
の
窓
は
實
例
を
暴
げ
得
る
が
不
等
邊

三
角
形
の
は
恐
ら
し
あ
．
る
ま
い
8
思
ふ
。

　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
策
ご
、
一
四
四
圖
ば
南
信
の
都
塵
な
る
伊
那
町
所
在
、
常
圓

（1容4）



寺
の
塀
に
つ
い
て
み
る
も
の
Q
頭
を
三
角
形
に
尖
ら
し
た

連
綾
窓
で
、
い
は
い
創
頭
紋
を
上
に
伺
け
て
お
い
た
や
う

な
も
の
で
あ
る
。
此
も
亦
天
下
一
品
の
仲
購
ら
し
く
、
随

分
氣
を
つ
け
て
は
み
る
が
、
つ
い
こ
の
様
な
の
は
ま
だ
他

に
見
出
さ
澱
。
形
が
よ
く
も
何
こ
も
な
い
が
、
こ
の
機
な

鍵
っ
だ
も
の
も
存
在
す
る
こ
い
ふ
謹
慷
に
圃
示
す
る
こ
ご

に
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
軸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
ハ

　
　
　
　
　
　
　
梼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
ハ

　
第
三
四
五
職
は
縦
に
長
い
四
角
な
窓
で
あ
る
が
、
其
狭

問
飾
が
、
こ
れ
も
水
郡
垂
直
で
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
が
、
如
何
に

も
支
那
式
を
現
は
し
て
み
る
取
扱
で
あ
る
。
早
い
話
が
第

一
七
四
興
鱗
毒
茸
）
に
掲
げ
だ
孚
扉
の
縦
横
の
格
子
を
少

し
込
み
入
ら
し
た
や
ラ
な
も
の
で
、
さ
う
し
て
下
方
に
近

く
中
央
の
線
に
澹
ひ
て
、
小
さ
い
正
方
形
の
室
隙
を
つ
く

っ
て
あ
る
Q
こ
れ
は
何
の
た
め
か
知
ら
濾
が
、
墾
化
が
あ

っ
て
よ
ろ
し
い
、
軍
純
な
や
う
な
複
雑
な
や
う
な
面
臼
い

も
の
で
あ
る
。
桝
へ
支
那
の
面
寓
ご
し
て
も
、
我
國
現
存

　
　
　
熱
本
字
建
築
研
究
の
栗
ハ
糠
山
ハ
）
　
（
天
沼
）

の
蔽
線
式
の
も
の
ご
し
て
は
正
に
第
一
流
こ
い
へ
る
で
あ

ら
う
。

　
第
三
四
六
圖
は
實
に
南
山
城
の
古
寺
の
一
な
る
善
法
律

寺
の
庫
裏
の
便
所
の
窓
で
あ
る
。
故
に
小
さ
い
窓
で
あ

る
。
便
所
の
窓
で
少
し
汚
い
や
う
で
あ
る
が
、
狡
間
直
が

面
白
い
の
で
寓
眞
に
だ
し
た
の
で
あ
る
。
腫
あ
か
し
さ
へ

し
な
け
れ
ば
弓
庭
の
窓
だ
か
判
ら
な
い
か
ら
有
難
く
見
え

る
で
あ
ら
う
が
、
か
う
自
下
し
て
了
ふ
ビ
急
に
安
つ
ぼ
く

且
つ
つ
ま
ら
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
併
し
な
が
ら
よ
く
次
の
瓢
に
注
意
し
て
貰
ひ
労
い
の
で

あ
る
。
第
一
に
こ
の
窓
を
太
い
縦
の
線
で
二
等
分
す
る
代

り
に
、
少
し
く
左
に
よ
せ
て
二
つ
に
分
ち
、
右
の
方
を
正

方
形
、
左
の
方
を
長
方
形
に
し
た
ご
こ
ろ
の
考
へ
が
甚
だ
’

よ
ろ
し
い
Q
第
二
に
並
ん
で
み
る
二
つ
の
窓
に
共
通
に
、

上
ご
下
ご
に
水
撃
に
細
い
淺
を
設
け
て
あ
る
こ
ご
で
、
か

う
し
π
結
果
は
右
ご
左
ご
統
一
が
あ
り
、
而
も
全
然
異
な

つ
だ
戚
を
與
へ
る
窓
が
で
き
上
っ
た
の
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
第
十
轟
工
巷
　
　
第
豊
里
　
　
　
山
ハ
一
二
七

C135）



　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
業
（
糠
六
）
　
（
天
沼
）

　
右
の
方
形
の
方
は
、
吏
に
縦
に
四
隅
に
小
正
方
形
が
残

お
如
く
縦
梗
を
や
り
、
四
隅
に
等
面
積
の
大
直
角
等
脚
ご
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
形
、
入
方
に
小
直
角
等
脚
三
角
形
を
形
作
る
如
く
、
4
5

に
淺
を
や
っ
て
あ
る
、
だ
か
ら
詰
り
中
央
に
大
き
な
正
八

角
形
が
で
き
上
っ
て
み
る
。

い
左
の
方
の
長
方
形
の
部
分
は
、
縦
足
に
西
行
に
、
上
下

の
桟
が
離
れ
て
み
る
程
離
さ
す
、
且
つ
上
下
の
淺
よ
り
で

な
い
様
に
縦
桟
を
や
り
、
章
ハ
内
の
部
分
に
横
に
水
準
に
、
」

上
下
の
淺
が
権
よ
り
離
れ
て
み
る
ご
同
じ
塞
け
間
を
は
な

し
て
二
本
の
李
行
せ
る
淺
を
、
縦
桟
よ
り
で
漁
や
う
に
つ

名
た
の
で
あ
る
。
（
堕
諮
憶
灘
耀
滑
石
平
編
机

い
六
め
、
口
頭
で
観
明
す
れ
ば
直
に
鋼
る
こ
ミ
で
あ
る
が
、
ご
う
も
甚
だ
剣
り

に
く
い
や
う
で
あ
ろ
、
だ
か
ら
寧
ろ
こ
の
ご
還
納
よ
ま
す
に
、
第
三
四
三
翻

鏡
蒙
、
）

　
其
結
果
は
相
隣
れ
る
二
つ
の
窓
が
、
全
然
異
な
っ
た
戚

じ
を
與
へ
て
る
る
が
、
夫
れ
で
る
て
左
右
統
一
が
あ
る
面

白
い
も
の
が
で
き
上
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
圖
は
窓
の
大

さ
が
割
る
や
う
に
、
其
小
さ
い
方
の
中
央
に
曲
尺
の
約
五

　
　
　
　
　
　
第
十
↓
工
巻
　
戴
曙
四
回
號
　
　
　
晶
ハ
一
二
八

寸
實
は
英
國
製
、
一
灰
の
孚
勢
凱
ち
六
吋
の
物
指
を
た
て
～

お
い
た
の
が
、
偶
ま
榜
の
大
さ
ご
同
じ
位
の
幅
で
あ
っ
た

、
》
め
、
窓
の
美
観
を
害
し
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
大
し
た
こ

と
は
あ
る
ま
い
。
，

，
斯
く
迄
に
意
匠
の
働
い
た
も
の
を
便
所
の
小
さ
な
窓
だ
．

か
ら
こ
い
っ
て
朽
ち
果
て
さ
せ
る
の
は
如
何
に
も
惜
し

い
恐
ら
く
實
物
を
み
た
入
は
殆
ん
ざ
あ
る
ま
い
ご
思
ふ
か

ら
、
既
機
會
に
か
、
る
窓
の
存
在
を
醜
く
公
表
し
、
無
名

の
計
石
者
を
表
町
し
や
う
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩
、

　
　
　
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
革
ハ

　
次
に
六
角
窓
を
二
つ
ば
か
り
示
し
て
お
く
。
其
叫
は
副

産
物
の
傾
き
が
あ
る
が
第
三
四
五
圖
の
狡
結
露
の
問
か

ら
、
透
け
て
見
え
て
み
る
も
の
で
、
興
幅
寺
三
江
難
所
の

窓
の
一
つ
で
あ
る
。
別
に
墾
つ
た
ε
こ
ろ
は
な
い
、
、
至
極

準
凡
な
も
の
で
あ
る
。
正
六
角
形
◎

　
第
三
四
七
圖
は
松
花
堂
茶
室
の
下
地
窓
で
、
不
等
邊
六

角
形
ご
い
ふ
よ
り
は
、
二
直
角
六
角
形
ε
で
も
い
っ
た
方

（　136　）s



が
、
こ
れ
に
近
い
形
が
考
へ
ら
れ
る
か
も
’
知
れ
な
い
。
触
即

ち
長
方
形
め
窓
ご
右
上
下
を
斜
に
少
し
そ
ぎ
取
つ
鴻
冠
℃

ふ
機
な
形
で
、
何
・
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
み
て

大
型
に
異
な
っ
て
見
え
る
。
六
角
よ
り
邊
が
多
い
や
う
で

み
て
、
数
幻
て
．
初
め
て
六
つ
こ
い
ふ
こ
ざ
が
判
る
や
う
な

不
思
議
な
雲
心
で
あ
る
O

　
　
　
M
智
　
　
　
　
・
一
　
ド
　
　
　
　
　
　
契
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脅

　
　
　
　
　
　
、
築
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梼

　
第
三
四
入
圖
は
大
徳
寺
黒
黒
庵
の
入
角
窓
。
入
角
形
の

下
地
窓
な
ん
か
ご
こ
に
で
も
め
り
、
町
を
歩
い
て
み
た
っ

て
、
少
し
氣
を
つ
け
て
み
れ
ば
二
つ
や
三
つ
は
出
遇
ふ
位

に
多
い
が
、
こ
、
に
は
た
“
一
例
ざ
し
て
こ
れ
を
圖
示
し

た
の
で
あ
る
。

　
同
じ
入
角
窓
で
も
、
長
方
形
の
隅
切
り
は
趣
き
が
大
分

に
違
ふ
。
か
、
る
窓
は
美
濃
飛
騨
あ
た
り
の
民
家
に
最
も

普
通
に
見
出
さ
る
、
こ
こ
ろ
で
、
地
方
色
こ
い
へ
ば
い
へ

る
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
梼
　
　
　
　
　
　
蒼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
　
　
日
本
学
尉
建
築
研
目
隠
の
帯
木
（
．
六
）
　
（
天
沼
）

　
玉
葱
厨
子
の
鵡
尾
の
背
面
に
つ
い
て
み
る
や
う
な
形
の

孔
を
い
庵
う
少
し
上
下
に
つ
ぶ
し
た
や
う
な
形
、
即
ち
心

、
臓
型
の
う
ち
の
尖
っ
て
ゐ
澱
方
の
形
、
む
つ
か
し
く
い
ふ

な
ら
、
或
る
直
裡
の
圓
が
相
等
し
き
直
穫
の
圓
の
圓
周
上

、
を
回
縛
す
る
ご
き
、
最
初
の
圓
の
圓
押
上
の
一
黙
が
描
く

心
臓
形
曲
線
（
A
Q
9
円
島
陣
○
一
瓢
）
、
又
は
圓
雲
形
の
光
澤
あ
る
器
に

光
線
が
さ
し
た
こ
き
に
で
き
る
火
線
（
O
程
巴
O
O
毎
ノ
・
O
）
ご

獲
光
膿
に
近
き
側
の
圓
周
の
一
部
ご
か
ら
成
れ
る
、
同
じ

く
心
臓
の
形
を
し
た
曲
線
の
様
な
形
の
窓
の
蘭
虫
を
、
二

つ
ば
か
り
次
に
掲
げ
や
う
ご
思
ふ
．
語
呂
は
「
、
火
線
窓
」
ご

い
っ
た
方
が
い
＼
や
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
一
般
に
何

だ
か
割
ら
な
い
か
ら
、
少
し
拙
い
が
「
猪
目
型
窓
」
こ
し
て

お
い
淀
。
實
は
少
し
．
ε
こ
ろ
で
は
な
く
随
分
拙
い
の
で
あ

る
が
、
何
ご
い
ふ
名
か
割
ら
な
い
の
で
假
に
か
う
し
て
お

い
た
の
で
あ
る
。
岐
阜
縣
三
田
郡
9
営
ω
三
ム
斧
α
q
戸
5
）
萩
振

町
大
字
中
呂
（
Ω
る
為
○
）
の
隙
昌
寺
で
は
、
庫
裏
の
切
妻
の

煙
扱
の
た
め
、
此
種
の
形
の
少
し
く
つ
れ
た
下
地
窓
を
二

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
六
三
九

（137）
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日
本
・
古
錐
築
研
究
の
栞
（
油
川
山
ハ
）

（
天
沼
）

第
十

第
四
號

六
四
〇



（　159）

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
滑
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
四
一
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．・憾亭鮭1‘lt：’』

（140）

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
子
）
．
（
天
沼
）

第
十
五

第
四
號

六
四



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五

第
四
號

六
四
一

・’

~
．
ギ
・
．
濠
ノ

難
」
，
讃

ゲ

（　141　）



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
六
四
四

（　1・12　）



（　143　）

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
審
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
六
四
狂



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
六
四
六

．
一
議
離
蓬

㌦
霧

繋
．
．

魯
撫

縛
欝
憶
．

．∵惰薦曳｝　・’馬”　へ．　　F．・．

磁麟「弧・
（144）



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
無
筆
）
　
（
天
沼
）

第
十

第
四
號

六
四
七

．
（　145　）



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
六
四
八

’

・

（　146　）

鮎



．
欝

露
懇

一．

．
憂
＋
熱
圖
確
離
宮
翼
翼
殿
こ
の
闘
床
面
容
宙
和
三
美
号
寒
馨

難
難
馨
霧

騨　のりモ

’鵠

・・

（　147　）

、
日
本
古
建
築
碍
究
の
栞
（
滑
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
六
四
九



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
借
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
六
五
〇

（　X4S　）



櫛．

礁
聾
．
嶋

．
・
届
響
愛

国
“
」
隆
を
、
　
繍
．

　　

@　
@　

D
縫
・

　
　
　
　
　
　
　
3
タ
、

誤
認
灘

簸
．
暴
譲
裳神／

　　tt’　’ttJ一［’t’tt　／’　’一t　’

養夢蟹
　　　　灘

㎝
．
鉾
L
』

髪
M一一．一．一　．撫

〈　149　）

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
冊
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巷
　
　
第
四
…
號
　
　
　
山
上
五
一



（　1，r）o　）

口
H
本
条
建
築
研
究
の
耳
米
（
凪
川
山
山
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巷
第
四
號

六
雲



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
冊
．
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五

第
四
號

六
五
＝

（　151　）



，

趣
寄
齢
舗

隷
薩

．
M
ハ
撫
〉
¢
漸
隷
嶺
．
朝
．
藝
．

灘一
戟
へ

（　159．　）

熱

．・ H覇．「

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
計
六
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
四
墨

型
五
四



唱・

@¶　．孟．r

’k　・で雄

窟，嶺

騒

簸
1
慰暫

襲
撃

（　153　），

日
記
ぼ
古
｛
建
築
硯
究
の
栞
（
暁
町
山
型
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
．
四
號
　
　
六
五
五



（　1・54　）

阿
一
本
・
古
建
築
研
究
の
栞
（
ト
監
櫓
、
督
』
ノ
．
）

（
天
沼
）

第
十
．
五
巻
．
｝
　
．
第
四
號

六
五
六



騨
鰍
蜜
．
．
掌
欝
欝
、
鎮
魂
灘
堀
叢

吋
見
ぺ
　
　
る
』
慧
、
喉

鋤
三
三
書

．
濃
鼠
聯

　　て．
：一　一一．t　一

　　fv域

　　Je　t　　M
艇

澱

“
ギ
島
曹
武
桑
弓

璽
風

既蕊
　　かや

綜
■㌦プ・

　’　ρみ

護
　　　‘　ピ　　　し
飴争’・葉

購解：

　
　
　
　
冨
趣

書
欝
毒 　

　
　
　
　
　
魯
獅

　　

@
一
灘

臨
滋

一
、
藻
毒
遭
、

．
雛
雛

　
、
、
茨
些

（155）

ロ
一
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
珊
山
ハ
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
谷
第
四
號

六
五
七



　
　
　
　
日
本
山
百
建
築
研
究
の
栞
（
管
山
郭
）
　
（
天
沼
）

つ
並
べ
て
用
ひ
て
み
る
。

　
第
三
四
九
圖
も
亦
、
前
前
圖
ご
同
じ
く
入
幡
の
松
花
堂

茶
室
の
壁
に
あ
け
て
あ
る
狡
間
飾
の
な
い
小
窓
で
、
こ
れ

も
籐
り
小
さ
い
の
で
窓
こ
い
ふ
丈
け
の
儂
値
が
な
い
か
も

知
れ
ぬ
が
、
そ
の
定
義
に
當
…
嵌
ま
っ
て
み
る
以
上
そ
れ
に

違
ひ
な
い
。
中
央
に
た
て
、
あ
る
物
指
（
英
國
製
六
吋
曲
尺
約
五
寸
）
に
よ

り
て
其
大
さ
が
知
れ
や
う
。

　
　
　
膏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
染
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砦

　
第
三
五
〇
圖
は
鎌
倉
建
長
寺
開
山
堂
照
堂
の
窓
の
一
。

此
は
前
芸
に
比
べ
る
ご
大
分
に
大
き
く
、
横
長
約
四
尺
高

ざ
二
尺
除
、
曲
線
形
の
権
三
寸
五
分
位
で
、
狭
間
慾
こ
し

て
格
子
を
入
れ
た
も
の
、
此
も
新
し
い
大
し
た
も
の
で
は

な
い
が
、
恐
ら
く
空
目
窓
ご
し
て
は
大
型
の
部
に
駕
す
る

も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
柴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砦

　
　
　
　
　
　
　
幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽

　
あ
ん
な
の
は
窓
ご
は
い
へ
な
い
、
こ
い
ふ
抗
議
を
受
け

る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
鳳
鳳
堂
中
堂
正
面
中
央
の
扉
を
開
く

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
四
號
「
　
　
山
ハ
五
入

ご
上
に
作
り
つ
け
の
格
子
が
あ
り
、
其
格
子
の
ま
ん
中
に

圓
の
一
方
丈
け
を
つ
ぶ
し
た
や
う
な
孔
が
あ
る
。
こ
れ
は
．

恰
も
火
線
の
茨
の
こ
こ
ろ
を
な
く
し
た
形
で
、
池
を
へ
だ

て
、
本
尊
に
封
ず
る
ご
、
丁
度
顔
が
拝
め
る
や
う
に
し
て

あ
る
。
こ
れ
は
私
は
窓
ご
み
て
よ
か
ら
う
ご
思
っ
て
み
る

が
こ
の
方
が
火
線
よ
り
簡
軍
な
ご
こ
ろ
を
み
る
ご
、
つ
ま

り
玉
鐙
厨
子
の
は
別
こ
し
て
、
最
初
は
こ
の
機
で
あ
っ
π

の
が
、
後
1
こ
い
っ
て
も
其
間
に
連
絡
に
な
る
も
の
が

見
出
さ
蟄
が
1
後
に
前
に
だ
し
た
や
　
な
謂
は
ゆ
る
拗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

猪
目
型
に
な
っ
た
こ
も
、
或
は
三
図
の
外
に
で
た
茨
が
な

く
な
っ
た
こ
も
、
何
れ
こ
も
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
箭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
於
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
第
三
五
一
圖
は
大
徳
寺
塔
頭
黒
光
院
q
〒
ま
雪
4
玄
關

の
窓
で
、
窓
は
出
て
み
る
か
ら
、
下
の
方
は
木
の
持
子
り

で
支
へ
内
は
腰
を
か
け
ら
れ
る
や
う
に
し
て
あ
る
。
か
う

し
て
あ
る
の
は
指
窓
の
み
で
は
な
い
、
職
寺
の
玄
、
關
・
⑳
ば

ざ
こ
も
大
概
か
う
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。
．



　
斯
機
な
の
は
、
全
膿
を
考
へ
れ
ば
た
し
か
に
出
窓
ご
い

ふ
こ
ご
が
で
き
る
。
此
は
長
方
形
で
四
隅
が
内
方
に
入
っ

て
み
て
、
、
そ
こ
に
茨
が
で
き
て
み
る
こ
ε
、
第
二
七
二
圖

に
掲
げ
た
桂
離
宮
構
内
園
林
堂
（
咽
難
齢
旙
藤
渠
酷
購
融
い
卿

獺）

ﾌ
蓮
子
を
竃
去
っ
た
様
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
v
…
h
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

　
　
　
”
智
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訊
ハ

第
三
五
二
圖
は
桂
離
宮
御
幸
御
殿
二
の
間
（
響
毒
講

榔
難
暴
騰
羅
の
の
騨
段
）
床
脇
の
窓
で
、
殆
ん
ざ
齎
形

の
も
の
、
四
隅
を
少
し
く
内
方
へ
引
込
ま
し
た
も
の
。
い

．
は
ゆ
る
「
木
瓜
型
」
に
近
い
形
で
あ
る
。
楕
圓
形
に
四
隅
も
何

も
な
い
筈
で
あ
る
が
、
其
邊
は
圖
を
み
て
常
識
で
判
断
す

れ
ば
い
、
の
で
あ
る
Q
此
に
少
し
角
を
つ
け
る
ε
前
圖
に

な
り
、
前
圖
の
角
を
ま
る
め
れ
ば
こ
れ
に
な
る
の
で
あ

る
。
併
し
な
が
ら
前
圖
か
ら
こ
れ
が
で
き
た
ご
考
へ
た
方

が
よ
ざ
さ
う
で
あ
る
。
或
は
ま
た
軍
に
楕
圓
形
で
は
回
り

に
淋
し
い
ご
い
ふ
ご
こ
ろ
か
ら
、
適
當
の
ご
こ
ろ
を
適
當

に
内
方
に
く
ぼ
め
て
、
こ
の
形
を
つ
く
b
歯
し
た
の
か
も

　
　
　
　
口
H
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
呼
値
）
　
（
鵠
八
切
仙
）

知
れ
な
い
。

　
軒
端
に
下
げ
る
燈
籠
（
吊
燈
籠
）
に
「
清
涼
殿
型
」
ご
呼
ぶ
も

の
が
あ
る
。
其
窓
は
恰
も
こ
の
如
．
き
形
で
、
今
見
出
さ
れ

る
も
の
は
何
れ
も
新
し
い
の
で
あ
る
が
、
「
な
よ
竹
物
語
」

こ
い
ふ
絡
蓋
物
の
中
に
、
こ
の
形
の
窓
を
も
つ
た
吊
燈
籠

が
描
か
れ
て
み
る
の
を
み
る
ご
、
其
絡
懇
物
が
鎌
倉
時
代

に
朝
す
る
以
上
、
か
、
る
窓
は
少
な
く
ご
も
其
頃
か
ら
あ

っ
た
ご
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
尤
も
私
慧
其
給
懇
の
駄
物
を

み
た
の
で
は
な
く
、
爲
眞
で
み
た
や
け
で
、
而
も
ざ
う
や

ら
躍
れ
は
模
画
し
た
の
を
更
に
汗
管
に
し
π
の
で
は
な
い
、

か
ご
思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
、
京
都
の
博
物
館
に
は
、
亡
婦
の
導
燈
が
二
つ
で
㌧
み
る

が
、
一
つ
に
は

　
入
内
立
后
節
並
等
ノ
時
二
飛
香
含
二
級
ヅ
テ
黙
火
セ
シ

・
モ
ノ
ナ
フ

ご
い
ふ
解
説
を
つ
け
て
あ
り
、
も
う
剛
つ
の
方
に
は

　
清
涼
殿
ノ
庇
御
殿
墨
黒
孫
庇
ト
飛
香
含
ト
ニ
釣
ソ
掛
ケ

　
　
　
　
　
第
十
・
五
巻
　
　
第
四
【
號
　
　
　
山
ハ
五
九

（　lor7　）



　
　
　
　
　
邸
本
・
古
建
築
研
究
の
栞
（
蛍
山
ハ
）
　
（
天
沼
）

、
シ
鐵
燈
籠
ナ
ソ

こ
い
ふ
札
が
つ
け
て
あ
る
。
さ
う
し
て
硝
子
越
し
に
み
た

の
だ
か
ら
、
少
々
あ
て
に
な
ら
澱
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
う

し
た
づ
て
こ
れ
等
は
江
戸
時
代
ご
す
る
よ
り
他
に
仕
方
の

な
い
も
の
で
あ
る
ビ
思
っ
た
。

　
其
形
式
か
ら
考
へ
た
っ
て
、
桃
山
蒔
代
よ
り
前
に
は
も

っ
て
行
け
ぬ
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
け
れ
ざ
も
例
へ
此
等

は
新
し
い
こ
し
て
も
、
古
い
絡
巻
物
に
総
が
か
い
て
あ
る

以
上
や
古
式
を
踏
襲
し
て
新
し
↑
つ
く
っ
た
ε
す
れ
ば
、

麟
ち
古
い
・
5
、
の
こ
同
じ
便
器
が
あ
る
か
ら
、
此
種
の
窓
が

少
な
ぐ
こ
も
鎌
倉
晦
代
か
ら
存
在
し
た
ご
し
て
も
い
、
筈

で
あ
る
。
故
に
假
に
さ
う
ε
し
て
み
て
も
，
今
日
こ
な
っ

て
は
．
實
物
が
存
在
し
て
み
る
わ
け
で
は
な
く
、
且
つ
も
の

は
小
さ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
多
少
形
は
略
し
て
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
荷
其
、
上
に
、
例
へ
こ
の
臥
穣
な
小
工
藝
品
に
此

種
の
窓
が
つ
い
て
み
た
ご
し
て
も
、
大
ぎ
な
建
築
物
の
大

き
な
窓
に
ま
で
、
か
㌧
る
形
を
用
ひ
π
か
否
か
は
鋼
ら
譲

魏
十
－
五
巻
　
　
第
四
號
　
　
　
山
州
山
ハ
○

の
で
あ
る
。

　
圓
窓
に
し
た
っ
て
さ
う
で
あ
る
。
前
號
に
私
は
古
い
こ

こ
ろ
に
圓
窓
は
な
い
や
う
だ
ご
か
い
た
が
、
あ
れ
は
勿
論

大
き
な
建
築
に
つ
い
て
み
る
の
を
ざ
し
た
の
で
、
小
さ
い

§
の
な
ら
、
一
例
を
ご
れ
ば
石
燈
籠
の
火
袋
等
に
は
、
鎌

倉
時
代
の
に
い
ぐ
ら
も
つ
い
て
み
る
、
だ
か
ら
木
瓜
型
の

窓
ε
し
て
も
、
同
じ
や
う
に
ほ
ん
こ
う
の
建
築
に
用
ひ
ら

れ
だ
し
た
こ
考
へ
ら
れ
る
時
を
以
て
、
，
其
誇
り
こ
す
る
方

が
穏
當
で
あ
る
ご
云
ふ
。
桂
離
宮
の
は
ほ
ん
も
の
で
大
き

い
し
す
る
か
ら
、
此
種
の
窓
ご
し
て
は
、
こ
れ
あ
た
ヶ
が

古
い
方
こ
し
て
よ
か
ら
う
。

　
総
懇
物
中
に
描
か
．
れ
た
る
小
さ
い
総
を
元
に
し
て
塾
か

、
る
形
の
窓
を
云
云
す
る
の
は
不
都
合
か
も
知
れ
鍛
が
、

ご
に
か
く
似
π
も
の
が
あ
っ
た
や
う
だ
こ
い
ふ
こ
ご
抄
け

を
紹
介
し
て
お
き
、
も
う
少
し
調
べ
た
上
で
、
何
こ
か
意
見

を
述
べ
る
つ
も
り
に
し
て
る
る
ご
い
ふ
こ
ご
丈
け
を
、
こ

、
で
は
断
っ
て
お
く
に
止
め
る
。
そ
れ
ま
で
は
や
は
り
桃

（158づ



山
江
戸
時
代
か
ら
こ
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
卵
（

　
　
　
鼓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
第
三
五
“
二
圏
は
高
野
山
金
剛
峰
寺
塔
頭
喜
藏
院
の
窓
。

如
何
に
努
力
し
て
も
、
こ
れ
よ
レ
拙
い
不
楡
快
な
も
の
は

で
き
ざ
う
に
な
い
。
蝿
頭
窓
か
ら
考
へ
つ
い
た
も
の
か
、

或
は
花
頭
窓
が
よ
ぐ
劃
ら
す
に
し
た
の
か
、
こ
ち
ら
か
知

ら
鍛
が
、
中
々
こ
れ
は
金
剛
三
昧
院
の
珍
奇
な
吊
鐘
型
の

窓
（
蒲
凶
磯
嚇
Y
等
の
及
ぶ
ご
こ
ろ
で
は
な
い
。
毘
入
の
大
工

か
何
か
“
マ
生
の
智
慧
を
絞
つ
π
傑
作
か
も
知
れ
な
い

が
、
私
は
好
き
で
な
い
。
．
壁
の
色
が
鼠
色
の
ご
こ
ろ
に
、

輪
廓
の
線
が
白
色
だ
か
ら
、
墾
な
取
合
は
せ
で
ざ
う
も
工

合
が
よ
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
ハ

　
　
　
苦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

　
第
三
五
四
圖
は
常
寂
光
寺
本
堂
前
に
あ
る
粗
末
な
休
憩

研
の
窓
。
曲
つ
だ
、
木
が
枯
れ
た
か
ざ
う
か
し
だ
の
で
、
伐

っ
て
其
ま
、
窓
枠
に
慮
怪
し
だ
も
の
で
あ
る
が
、
下
枢
丈

け
ば
ざ
う
に
も
な
ら
ぬ
た
め
、
、
別
の
木
を
も
つ
て
き
た
の

　
　
　
　
匹
口
本
山
爵
建
築
研
究
の
騨
木
（
二
六
）
　
（
天
沼
）

で
あ
る
Q
全
膿
こ
し
て
は
、
宇
圓
窓
の
様
に
な
っ
て
み
る
け

れ
ご
も
、
態
々
つ
く
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
勿
論
相
當
に

手
入
は
し
て
あ
る
が
、
い
は
や
自
然
木
を
其
ま
～
帯
ひ
淀

の
だ
か
ら
、
結
．
果
は
．
穿
れ
に
似
だ
こ
ご
に
な
ク
て
も
、
こ

＼
で
は
孚
坦
々
ε
し
て
は
取
扱
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩

　
　
　
　
　
　
　
v
皆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩

第
三
五
五
職
は
既
に
前
々
號
及
び
前
號
に
於
い
で
例
を

墓
げ
姦
ぐ
轟
三
隅
励
）
．
柱
を
挾
み
星
雨
方
に
宇
分
づ
・

あ
る
も
の
で
Y
第
十
丑
憲
，
第
二
號
、
第
ご
匹
．
入
．
頁
下
段
よ

り
次
頁
の
上
段
に
か
け
て
v
此
窓
の
こ
ご
を
少
し
く
か
い

て
お
い
た
が
、
此
寓
眞
で
み
る
遁
り
、
ほ
ん
ε
う
の
名
を

私
ぼ
．
知
ら
な
い
た
め
、
名
を
つ
け
る
こ
8
が
で
き
な
い
が
v

退
化
し
π
花
頭
窓
ど
し
て
も
、
方
形
の
窓
の
爾
上
隅
が
圓

く
な
っ
た
ε
し
て
も
、
こ
ち
ら
で
も
よ
か
ら
う
。
ご
に
か

く
現
在
の
有
襟
で
は
花
心
窓
の
や
う
に
不
合
理
で
は
な

い
。
形
は
拙
く
ξ
も
相
當
に
見
ら
れ
る
。

　
　
　
・
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
W
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
籠
σ
槻
門
號
一
　
　
六
六
一

（．1！i5｛　）



　
　
　
　
ロ
ロ
本
・
古
建
築
研
…
究
の
猛
米
（
骨
山
ハ
）
　
（
天
切
旧
）

　
第
三
五
六
圖
は
大
徳
寺
塔
頭
孤
逢
庵
の
玄
關
脇
の
も
の

で
、
富
士
形
窓
ご
で
も
い
つ
淀
ら
ば
い
、
か
。
窓
の
内
に

見
え
て
み
る
淺
唐
戸
は
玄
關
の
扉
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
明

け
放
し
で
狭
間
飾
な
し
の
窓
。
大
し
た
い
、
も
の
で
は
な

く
、
同
時
に
左
程
戚
心
も
せ
澱
が
、
去
り
こ
て
決
し
て
い

や
な
も
の
で
は
な
い
。
但
し
金
然
狡
間
男
を
簸
い
て
る
る

の
は
如
何
に
も
淋
し
い
。
霞
が
か
、
つ
て
み
る
と
こ
ろ
の
、

つ
も
り
で
、
下
の
方
に
横
に
ご
三
本
ご
縦
に
も
目
立
た
澱

や
う
に
何
か
入
れ
た
ら
ざ
ん
な
も
の
に
な
る
か
知
ら
ん
ご

思
は
れ
る
。
但
し
こ
れ
は
し
て
み
た
の
で
は
な
い
か
ら
、
、

反
て
い
け
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。

　
　
　
鱒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆

　
　
　
　
　
　
　
梼
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冊

、
第
三
五
七
・
三
五
八
の
二
圖
は
、
大
津
市
所
在
の
義
仲

寺
（
Φ
｝
δ
淳
★
）
境
内
の
一
番
奥
に
建
っ
て
る
る
小
さ
い
き

ゃ
し
ゃ
な
影
堂
の
雨
側
面
に
つ
い
て
み
る
も
の
、
う
ち
、

右
側
面
帥
ち
向
て
左
側
の
を
外
か
ら
ご
内
か
あ
「
ご
寓
し
て

み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
柱
を
富
ん
で
み
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
第
十
∴
血
巷
　
　
皿
纂
四
諦
　
　
　
山
脚
山
子
立

法
の
黙
で
は
大
雲
院
の
ご
同
じ
こ
ご
で
、
唯
こ
れ
は
権
が

な
い
の
こ
、
狭
間
飾
が
間
を
僅
か
ば
か
り
透
し
た
水
際
に

並
べ
た
木
で
あ
る
丈
け
の
差
で
あ
る
。
故
に
此
手
も
亦
下

地
窓
で
、
横
木
は
木
摺
（
H
（
蜘
N
母
㎞
）
（
瞭
纐
喚
徽
い
ユ
融
鋤
離
ザ
礪

的
勿
六
）
が
見
え
て
み
る
ご
こ
ろ
に
象
っ
た
ざ
も
考
へ
ら
れ

る
が
、
ま
さ
か
そ
ん
な
こ
ご
は
あ
る
ま
い
。
外
側
は
自
壁
・

内
側
は
黄
土
色
の
壁
で
あ
る
。

　
京
都
御
所
清
涼
殿
鬼
の
問
ご
書
御
所
ε
の
境
に
、
同
じ

く
柱
を
挾
ん
で
櫛
形
窓
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
殆
ん
ご
牢
圓

形
一
直
径
三
尺
五
寸
の
圓
を
水
渠
に
二
等
分
し
て
高
さ
一

尺
七
寸
五
分
の
孚
圓
形
を
得
、
更
に
下
方
帥
ち
直
径
の
直

上
に
於
い
て
高
さ
嚇
寸
を
減
す
る
時
は
、
高
さ
一
尺
六
寸

五
分
の
敏
霞
形
ご
な
る
。
こ
れ
が
現
在
の
も
の
で
あ
る
一

詳
し
く
い
へ
ば
敏
圓
形
で
、
爾
方
に
垂
直
な
部
分
が
な
い

か
ら
、
形
は
大
分
異
な
っ
て
見
え
る
。
こ
の
窓
も
亦
翁
堂

の
如
く
、
聞
を
極
く
僅
か
あ
げ
た
水
平
な
木
摺
の
標
な
も

の
で
一
面
に
埋
め
て
あ
る
か
ら
、
採
光
の
黙
か
ら
い
へ

（　160　）



ば
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
同
じ
で
あ
る
。
去
り
こ
て
大
し
て

装
飾
に
な
る
ご
い
ふ
も
の
で
も
な
し
、
つ
ま
り
見
ら
れ
る

こ
ご
な
し
に
見
る
、
ご
い
ふ
目
的
に
用
ひ
ら
れ
た
ビ
い
ふ

こ
ご
で
あ
る
。
翁
堂
の
も
或
は
こ
の
模
造
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
膏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
契

　
　
　
箭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇

　
漫
歩
の
窓
は
狡
間
着
が
何
れ
も
木
摺
式
で
あ
る
か
ら
、

外
か
ら
内
を
み
る
の
に
不
便
だ
が
、
内
か
ら
見
ら
る
、
事

な
し
に
外
を
み
る
に
は
極
め
て
便
利
で
あ
る
。
さ
う
し
て

内
部
か
ら
み
た
ご
こ
ろ
は
中
々
面
自
い
結
果
に
な
る
。
さ

う
し
て
叉
翁
堂
に
は
非
常
に
よ
く
似
合
っ
て
み
る
。

　
櫛
型
窓
に
は
輪
廓
師
ち
窓
枠
が
な
い
の
が
普
通
の
や
う

で
あ
る
。
普
通
ご
い
っ
て
も
實
は
前
記
二
例
を
主
ご
し
て

指
し
た
の
で
、
ま
た
欄
問
等
に
つ
い
て
み
る
の
も
さ
う
の

や
う
で
あ
る
。
四
古
身
苑
晶
墨
型
暴
の
）
に
覆
聚

名
物
考
短
よ
り
、
「
古
風
は
九
く
有
し
が
、
後
に
は
今
云
墨

形
の
様
に
な
り
し
な
り
」
こ
い
ふ
句
を
引
い
て
あ
る
が
、

こ
れ
即
ち
古
し
は
孚
圓
形
で
あ
っ
た
の
が
、
後
世
歓
二
形

　
　
　
口
祠
本
古
建
築
研
究
の
孟
米
（
三
山
ハ
）
　
（
天
沼
）

に
な
つ
だ
こ
ε
を
い
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
爾
ほ
、
次
に

四
徒
然
草
野
か
ら
、

　
　
今
の
内
裏
つ
く
り
出
さ
れ
て
、
有
識
の
人
々
に
見
せ

　
ら
れ
け
る
に
、
い
つ
く
も
難
な
し
ご
て
、
既
に
遷
幸
の

　
日
近
く
な
り
け
る
に
、
玄
輝
門
院
御
覧
じ
て
、
閑
院
殿

　
の
く
し
が
だ
の
穴
は
、
ま
ろ
く
ふ
ち
も
な
く
て
ぞ
あ
り

　
し
ご
仰
せ
ら
れ
け
る
、
い
み
じ
か
り
け
り
Q

ご
「
い
ふ
丈
を
引
い
て
あ
る
が
、
こ
の
「
ま
ろ
く
ふ
ち
も
な

く
て
」
ビ
い
ふ
の
は
、
帥
ち
牢
歯
形
で
窓
枠
の
な
か
っ
た

こ
ご
に
違
ひ
な
い
。
さ
う
し
て
こ
の
形
式
が
撃
ち
古
式
で

あ
る
ご
思
は
れ
る
。

　
　
　
w
胃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇

　
　
　
　
　
　
「
　
築
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
7

　
第
三
五
九
圖
は
本
涙
本
願
寺
境
内
、
百
華
荘
茶
室
の
瓢

型
窓
で
あ
る
。
圓
窓
な
ら
い
く
ら
も
あ
り
、
前
々
號
に
も

二
つ
ば
か
り
例
を
爆
げ
て
お
い
た
が
、
r
瓢
字
形
を
し
て
み

る
の
は
珍
ら
し
か
る
う
。
瓢
箪
を
こ
れ
丈
哲
便
化
し
た
ご

こ
ろ
が
い
の
ち
で
、
中
々
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
第
［
十
五
巷
　
第
四
號
　
　
　
点
心
山
ハ
三

（エ61）



　
　
　
旧
本
古
建
築
脚
耕
究
の
瓢
米
（
軸
門
山
ハ
）
　
（
天
沼
）

　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜

　
　
　
　
　
　
　
蒼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崇

　
建
て
最
後
に
第
三
六
〇
圖
に
だ
し
π
の
は
桂
離
宮
構
内

の
茶
室
松
琴
亭
の
窓
Q
何
こ
い
っ
た
ら
適
常
か
。
こ
れ
は

慨
に
個
示
し
た
調
練
ゆ
る
猪
穏
型
嫁
る
も
の
を
上
か
ら
敲

き
漬
し
π
や
う
な
あ
の
で
、
r
さ
う
し
た
場
合
下
側
は
李
た

ズ
濾
う
、
先
．
づ
こ
の
急
な
形
に
な
う
勝
で
あ
る
。
故
仁
こ

れ
も
亦
あ
の
中
へ
入
れ
べ
き
も
の
か
略
知
れ
濾
が
、
、
少
し

く
型
も
異
な
る
し
渉
殊
に
下
地
窓
で
佛
も
全
く
違
ふ
た
め

に
、
今
は
別
に
取
扱
っ
て
お
く
こ
ご
に
し
た
め
で
あ
る
、

　
嚢
に
記
も
た
美
濃
の
灘
呂
寺
庫
裏
の
下
地
窓
は
こ
、
に

か
い
た
方
が
い
、
か
も
知
れ
澱
。
な
ぜ
な
ら
同
じ
下
地
窓
・

で
あ
る
か
ち
ゆ

　
　
　
斎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
契

　
以
上
私
鳳
連
子
。
花
頭
，
花
狭
間
。
側
等
の
諸
窓
を
除

鳶
、
其
以
外
の
も
の
を
　
纒
あ
ご
し
、
綱
を
掲
げ
て
鏑
軍

雰
解
説
を
し
て
お
い
た
が
、
此
種
の
も
の
に
古
い
の
は
藁

っ
略
な
く
、
何
れ
も
暫
く
古
《
て
桃
山
馬
新
し
炉
も
の
は

　
　
　
錐
十
五
巷
　
錐
閃
ハ
號
　
　
　
山
点
描
ハ
側

昭
和
迄
ご
心
得
て
よ
ろ
し
い
Q

　
而
し
て
以
上
の
取
入
種
鳳
尊
よ
ぐ
例
へ
に
あ
る
や
う
に

九
牛
の
一
毛
ご
こ
ろ
で
は
な
く
油
百
寮
養
鰻
の
一
毛
に
も

及
ば
な
い
の
で
、
い
く
ら
で
も
種
類
が
あ
る
か
ち
蕩
い
く

ら
例
を
引
い
て
も
き
り
が
取
か
．
だ
か
ち
こ
れ
位
嫁
し
て

お
い
て
い
＼
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
っ
ま
ヶ

　
　
各
麗
異
形
の
窓
は
桃
山
以
降
多
く
用
ひ
ら
る
、
こ
ご

　
に
な
つ
穴
。
殊
に
住
宅
が
登
回
し
て
か
ら
は
♪
民
家
の

　
に
種
類
が
多
い
の
で
あ
る
○
黙
秘
反
し
説
、
寺
の
は
、
殆
ん

　
ご
霊
化
が
な
く
、
多
く
は
前
よ
わ
の
型
を
踏
襲
し
て
ゐ

　
る
の
で
あ
る
。
但
し
少
な
く
ε
あ
櫛
型
窓
聴
け
は
古
い

　
の
で
あ
る
。

ε
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

　
窓
。
絡
。

　
　
　
幹
　
　
　
　
　
　
　
苦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蚤

　
　
　
　
附
　
　
　
録

　
　
荊
號
に
花
盲
窓
の
こ
ミ
為
書
い
力
終
り
に
、
疹
根
城
の
罪
障
墨
げ
て
、

（．16．　2）



既
種
の
窓
が
城
塗
建
築
に
ま
で
用
ひ
ら
れ
た
こ
書
た
蓮
べ
て
お
炉
糞
が
㍉

賀
に
本
月
十
四
降
、
破
阜
縣
大
聾
郡
荘
川
村
岩
瀬
（
庄
川
の
東
岸
）
、
矢
箆

原
呈
氏
の
住
咤
の
妻
の
窓
に
於
い
て
み
☆
。
切
妻
造
の
大
き
な
謂
に
ゆ
う

「
合
掌
造
」
の
建
物
で
、
其
爾
妻
に
一
つ
づ
・
あ
っ
た
。
現
在
ほ
後
ろ
か
ら

板
が
あ
て
が
っ
て
あ
っ
六
が
、
い
つ
れ
以
前
に
搬
光
爺
煙
抜
き
の
用
た
な

し
六
も
の
で
あ
ら
、
つ
。
勿
論
江
戸
隠
代
の
毛
の
で
に
あ
ろ
が
、
こ
の
様
な

ぜ
、
、
乃
濫
用
ひ
ら
れ
六
例
は
、
私
に
初
め
て
み
カ
の
で
あ
ろ
。
同
じ
岐
単

縣
の
あ
ろ
ミ
こ
ろ
の
有
名
な
あ
る
寺
で
に
、
新
し
く
建
て
六
便
所
の
窓
に

用
び
て
あ
っ
穴
。

　
最
も
上
品
な
ミ
こ
ろ
に
用
ひ
六
例
に
、
い
く
つ
も
あ
ら
う
が
、
桃
山
時

代
の
定
き
か
く
つ
も
り
で
る
て
、
つ
い
忘
れ
六
こ
定
為
魑
加
し
て
お
か
う

松
島
の
瑞
巌
寺
の
上
段
の
問
の
床
の
後
ろ
に
つ
い
て
み
る
の
が
夫
れ
で
あ

る
ゆ
其
上
段
の
問
の
隣
り
が
上
々
段
で
、
こ
㌧
に
明
治
天
皇
の
玉
座
に
な

つ
六
こ
書
が
あ
ろ
。
こ
の
床
の
間
に
．
つ
い
て
み
る
花
頭
窓
ほ
糎
が
黒
漆
塗

で
金
銅
飾
金
其
為
打
ち
、
北
ハ
後
に
爾
引
の
板
戸
（
？
）
為
糞
て
、
其
面
に
床

ミ
同
じ
く
金
馳
に
彩
色
の
絡
が
か
い
て
あ
み
、
政
其
戸
為
爾
方
に
引
き
あ

け
れ
ば
、
直
に
窓
定
な
り
探
光
の
臼
的
な
達
す
ろ
や
う
に
な
っ
て
み
る
。

こ
れ
は
確
か
に
最
上
位
の
花
頭
で
あ
ら
う
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
昭
和
五
年
入
月
二
十
六
日
稿
了
）
i

（　：・163　）

届
太
」
古
瓢
怨
築
研
究
の
栞
（
冊
エ
ハ
）
　
（
天
沼
）

第
十
・
五
巻
　
第
四
義
　
　
　
山
ハ
山
ハ
五


